
（別紙様式）

２　現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて） ３　本年度、本校で重点を置いて取り組む目標

4　自己評価 5　学校関係者評価
評価
領域

重点目標 評  価  基  準 達成度 重点目標の達成状況の診断・分析 学校関係者からの意見・要望等 評価

《教職員アンケート６　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した教職員の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

３

・生徒による授業評価を通じて授業改善に努めた。また、学校運
営協議会委員にユニット研修の授業参観･協議への参加をお願
いし、より良い授業づくりに向けて意見をいただいた。しかし、アン
ケートの肯定率が前期よりも１１％下がり、８６％であったことか
ら、学校全体として授業改善への意識を一層高める必要がある｡

・生徒の生の声を聞くことも大切である。学校運営協議会に生徒
を参加させる方法を考えてみてはどうか。
・ユニット研修に参加したが、生徒の興味関心を高めるためのパ
フォーマンスに偏らず、学びを深めることも大切である。
・先生方の評価が自分たちに厳しすぎるように思う。

Ｂ

《生徒アンケート６　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した生徒の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

４

・全教員の共通理解のもと、「国府スタイル授業」を実践してい
る。国府スタイルとは、生徒の学力向上をめざして、「めあての
提示」、「教える」、「考えさせる」、「振り返り」の４局面を意識し
て授業を構成・展開するものである。学んだ知識をもとに、生
徒自らが思考したり判断したりする場面を仕組むという授業ス
タイルが成果を生み、生徒の肯定的回答は９７％であった。

・「考えさせる」場面でのグループ学習に深まりが見られな
い班がある。グループ学習の手順やルールづくりを行うこと
で円滑な学習につながる。
・地域の方々が放課後等を利用して勉強を教える機会をも
つことができれば、学力のさらなる充実が図れる。
・日常的に補習を行う体制ができないものだろうか。

Ａ

《少人数授業（３年生）アンケート結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した生徒の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

４

・「授業がわかりやすい」と肯定的回答をした生徒は９６％、「少人
数授業は、通常授業よりも役に立っている」と肯定的回答した生
徒は９４％であった。この結果から、個に応じたきめ細かな授業を
実践できたと考えられる。今後は、タブレット端末等を有効活用し
個別最適化された学びの創造に向け、授業改善を図りたい。

・習熟度により希望コースを選択する少人数授業は、学力向上
につながる。人的条件が整えば、複数学年で実施すると良い。
・今後、タブレット端末を活用するのに､操作スキルに格差が生じ
る可能性がある。家庭にWi-Fi環境等があって､操作に慣れてい
る生徒は良いが､そうでない生徒には配慮が必要である。

Ａ

○家庭学習習慣の定着 《生徒アンケート７　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した生徒の割合
　　４ ： 80％以上　　　３ ： 60％以上
　　２ ： 40％以上　　　１ ： 40％未満

３

・前期と比較して肯定率が４％上昇し､６６％であった。毎日の
自主学習ノートや新聞コラムノートの活用が家庭学習時間の
増加につながっている。特に３年生が前期より１４％肯定率が
上昇しており､このことは全国学力･学習状況調査の結果にも
表れている。ただし、個人差も多く、今後の課題と捉えている。

・何のために勉強するのかを生徒によく理解させ、目的をもって
学習に取り組む習慣を確立することが何より大切である。そのた
めに、キャリア教育の一層の充実を図ってほしい。
・授業評価アンケート№10｢授業の予習や復習､宿題などに､家庭
で積極的に取り組んでいる｡｣は､技能教科では回答が難しい｡

Ｂ

○「魅力ある学校づく
り」による自己有用感、
自己存在感の涵養

《ＰＤＣＡシートの意識調査　結果》
○「あてはまる」と回答した生徒の割合
が、昨年度末と比較して、４項目中・・・
　　４ ： ４項目改善　　３ ：３項目改善
　　２ ： ２項目改善　　１ ：１項目以下

４

・すべての項目で上昇した。特に３年生において、イ「みんな
で何かをするのは楽しい」の項目と、エ「授業がよくわかる」
の項目が大きく上昇しており、本事業の成果と捉えられる。
今後も、新たな不登校を生まないよう、生徒の「居場所づく
り」や「絆づくり」につながる取組を進めていきたい。

・授業がわかるから楽しいと感じ、楽しいと感じるから学校に行き
たくなる。この正のスパイラルへの転換が不登校解消への近道
である。このための授業改善に努めてほしい。
・行事や活動で、全員で一つのことを成し遂げるという成功体験
を積むことが自己存在感や自己有用感を育み､絆が生まれる｡

Ａ

○自他の生命や人権を尊
重する心の醸成

《保護者アンケート１３　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した保護者の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

４

・安心安全で楽しい学校づくりの指標となる評価項目であり、前･
後期ともに９０％以上の肯定的回答が得られた。コロナ禍で講演
会や体験活動を計画通りに実施できなかったが､日々の生活ノー
トや週１回の生活アンケートによる問題の早期発見･対応や､道徳
教育や人権教育､体験活動等を通じた心の教育の成果と考える。

・体験者の講話はインパクトも強く、生徒の心を揺さぶる内容が
多いので、今後も計画的に開催してほしい。
・ボランティア活動や地域活動への参加を通じて人との関わりが
生まれる。この体験を通じて他者への思いやりや寛容の心、円
滑な人間関係を築くための自らの在り方等を学べる。

Ａ

○進んで運動やスポーツ
に取り組む習慣の確立

《生徒アンケート１３　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した生徒の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

３

・３年生はやや低いものの､全体としては肯定率８５％以上を占め
ている。全学年９０％以上をめざし､部活動ガイドラインを遵守しな
がら､健康・安全で活力に満ちた生活習慣の確立と心身の健やか
な成長に努めていきたい｡また､保健体育専門委員会の活動を通
じ､主体的に運動やスポーツに取り組む習慣の育成を図りたい。

・授業や部活動を通じて、スポーツや運動は生活の一部であ
るという認識をもたせることが習慣化への第一歩である。
・体育やスポーツ、音楽等は人間性を豊かにするものであると
いうことを体験的に学ばせていかなくてはならない。
・休日の部活動の地域移行は､人材確保に困難がある｡

Ｂ

○危機管理意識の醸成
　～自分の身は
　　　　 自分で守る～

《生徒アンケート１４　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した保護者の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

４

・前･後期ともに１００％に近い肯定率であった。本年度より、
日時を告げない避難訓練を取り入れ、より実践的な訓練を
行うことで、「自助」の大切さを学ばせている。今後は、学校
行事や生徒集会等での集団行動が、生徒会主体で徹底で
きるよう、生徒の自治能力を高めていきたいと考える。

・日時を告げない避難訓練は、緊急時に適切な行動をとる
ための実践力につながる。今後も継続すべきである。
・不審者対応避難訓練は、バリケードを作るなどにより不審
者を少しでも生徒に近付けない等の対応も必要である。
・学校での実践を家庭での対応力につなげてほしい。

Ａ

○主体的に学びに向かう
力の育成

《生徒アンケート２０　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した生徒の割合
　　４ ： 80％以上　　　３ ： 60％以上
　　２ ： 40％以上　　　１ ： 40％未満

４

・肯定的回答が８７％であり、前期に比べ１０％上昇した。各
学年の発達段階に応じたキャリア・パスポートの有効的な活
用の成果と考えられる。今後は、保護者との連携、並びに校
種間連携を強化し、「志」についてより深く考えられるよう、担
当者を中心に取り組んでいく必要がある。

・将来の自己実現に向けて、「今、何を学ばなくてはならな
いか」を明確にし、目的をもって学習する姿勢を身に付けさ
せなくてはならない。
・タブレットの活用により、「書くこと」が疎かにならないように
配慮をすべきである。

Ｂ

○挑戦する心の育成 《教職員アンケート１２　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した教職員の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

３

・前期と比較し肯定率が４％下降し､８７％であった。これは新型コ
ロナウイルスの影響による学校行事､委員会活動の中止や規模
の縮小が原因と考えられる。ただ､生徒は今できることに全力を
傾けるという姿勢で何事にも取り組み､達成感や成就感を得てい
た｡今後も､本校の良さである生徒会活動の充実をめざしたい。

・評価「４」に達しなかったのは、臨時休業及び学校行事の
中止や規模の縮小が影響していると考えられる。ただ､コロ
ナ禍であるがゆえに､今できることに全力で取り組み､少しで
も充実した学校生活を送りたいという生徒の意気込みは十
分に感じられ､多方面で成果として現れている。

Ａ

○「チーム国府」による
開発的・予防的生徒指導
の推進

《保護者アンケート２　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した保護者の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

３

・保護者アンケートの肯定率が９０％近い値を示している。生
徒の状況に応じ、こまめな家庭連絡や家庭訪問を欠かさず
行うなど、きめ細かな対応に努めている成果である。また、
業務改善アンケート８の項目も、報告・連絡・相談体制の取
組は、前･後期ともに９３％の高い肯定率を維持している。

・校長を中心とした「チーム国府」体制ができている。役割分
担も明確であり、組織的対応が行われている。
・学級担任と副担任との緊密な連携により、８時１５分時点
で登校していない生徒への家庭連絡や安否確認を欠かさ
ず行う体制が整っており、チームワークの良さを感じる。

Ａ

○教育相談体制の充実に
よる生徒理解の深化

《教職員アンケート２４　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した教職員の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

４

・定期教育相談に加えて随時相談を行うとともに、SCやSSW等の
専門家からの助言を受けられるよう教育相談担当がコーディネー
トを行ってきている。また、生徒がストレスへの向き合い方を学ぶ
「グローイングハートプロジェクト」の機会を学期に1回設けてい
る。その結果､前期に比べ肯定率が１６％上昇し、９３％であった。

・最近では、家庭連絡に苦慮するケースが増加してきている
中、ＳＣやＳＳＷ等の専門家と連携し、学校とは異なる立場か
らアプローチしていただくことは必要不可欠である。
・家庭内にこもる生徒が増えており、課題を把握しにくい状況
がある。周囲の大人が積極的に関わることが肝要である。

Ａ

特
別
支
援

　
　
　
教
育

○生徒の特性に配慮した
学級づくり・授業づくり

《教職員アンケート２５　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した教職員の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

３

・前期に比べ肯定率が６％上昇し、８７％であった。校内研修
の授業改善の視点に、特別支援教育の視点を設けること
で、全教職員が一人ひとりを大切にする姿勢が高まってき
た。今後も、ユニバーサルデザインを意識し、生徒の特性に
応じた教育活動の実践に努めていきたい。

・どの教室にも大型画面ディスプレイを配備し、生徒が視覚
的に理解を深めることができるよう配慮がほしい。
・椅子の脚に硬式テニスボールを取り付け、移動で音が出
ないようにし、静かな環境を作ることも考えられる。
・声かけ等の個別支援をしっかり行ってほしい。

Ｂ

業
務
改
善

○働き方改革の推進 《業務時間記録表の集計結果》
○昨年度同期（平均値）と比較して・・・
　４ ： 10％以上削減　　３ ： 5％以上削減
　２ ： 5％未満の削減　 １ ：増加した

３

・時間外業務時間は前年同期比６％減少した。また、教職員アン
ケート２６「働き方改革への具体的実践に努めている」の項目の
肯定的回答が９０％であった。さらに、今年度も業務改善アンケー
トを実施したが、前期と比較すると１４項目のうち８項目の肯定率
が増加しており、少しずつ意識改革が進んでいると推測できる。

・部活動運営方針の遵守により､練習日数や時間が減少し
たが､働き方改革の推進を考えれば仕方ないことである。
・ＩＣＴ活用による業務改善は良いことであるが、ＩＣＴ機器の
準備や環境整備が大変なのではないか。

Ｂ

チ
ャ

レ
ン
ジ

目
標

○元気にあいさつ、さわ
やか笑顔
○無言清掃で心を磨く
○和顔愛語（わげんあいご）

○授業開始３－２－１ア
クション

《生徒アンケート１６～１９　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した生徒の割合（４項目の平均値）
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

４

・各専門委員会が月間目標に掲げ、具体的活動として主体
的に取り組んだり、学年目標として啓発を図ったりする中で、
生徒の意識もずいぶん高くなってきている。どの項目も肯定
的回答が９割を超えている。地域協育ネットの小中共通取組
事項として、９年間のスパンで取り組んできていることも大き
な要因といえる。

・生徒が主体性をもって取り組むことで自治意識が生まれ、
好結果につながっている。
・チャレンジ目標の一つに、「家庭学習習慣の定着」に関す
る取組を掲げることで、課題解決につながるのではないか。 Ｂ

学校支援

○学校支援ボランティア
の積極的活用

学校運営

○学校運営協議会を通じ
た学校課題解決への取組

地域貢献

○地域行事やボランティ
ア活動への主体的参加

6　学校評価総括（取組の成果と課題） 7　次年度への具体的な改善策

《学校関係者評価の評価基準》　　　　　　Ａ ： とても取組がよい　　　　Ｂ ： おおむね取組がよい　　　　Ｃ ： 取組にやや課題がある　　　　Ｄ ： 改善の必要がある

学
習
指
導
の
充
実
と
自
己
学
習
力
の
育
成

Ｃ

・自主学習ノートやワーク等
の副教材を有効活用し、１、
２年生は２時間以上、３年生
は３時間以上の家庭学習を定
着させる。

・キャリア･パスポートを活用
し､自己の成長を振り返るとと
もに､新たな学習や生活への意
欲につなげたり将来の生き方
について考えたりする。

・熟議を通して様々な課題を協議し、実効的な取組をめざし
たが不十分であった。また、前･後期ともに肯定率が５０％程
度であり、教職員の当事者意識の向上が大きな課題であ
る。昨年度から実施しているユニット研修への学校運営協議
会委員の参加については成果を上げている。

・本年度はコロナ禍のため、ボランティア活動の中止やゲスト
ティーチャー招聘の見合わせ等、十分な活用ができなかった。
放課後の校舎内消毒については、週１回のペースでＰＴＡの
方々の支援をいただいている。新型コロナウイルス感染症の
収束に伴い、従来の活動を実施していく予定である。

・不審者対応、地震対応、火
災対応等の避難訓練や交通安
全教室、また日常の集団行動
等を通じて、セルフディフェ
ンスの重要性を認識させる。

・部活動や昼休みの外遊びを
するなど、体育の授業以外に
運動やスポーツを週３回以上
行う習慣を確立する。

○学習指導の充実と改善

○教育目標

　高い志をもち、新たな時代を心豊かに
　　　　　たくましく生き抜く生徒の育成

【地域人材活用への取組】
①ゲスト・ティーチャー
②学習支援・部活動支援
③安心・安全見守り隊
④学校環境整備　など

（具体的なチャレンジ目標等）
○元気にあいさつ、さわやか笑顔
○無言清掃で心を磨く
○和顔愛語（わげんあいご）

○授業開始３－２－１アクション
　※上記４点は「国府ふるさとネット」の共通取組事項

・委員会活動等での具体的取
組を通じて生徒が主体的に取
り組む姿勢や態度を養う。
・地域協育ネット協議会にお
ける情報交換と成果の検証に
より、一層の徹底を図る。

具体的方策（目標達成の手立て）
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・報告・連絡・相談体制の徹
底と家庭との緊密な連携等に
より、問題行動等の未然防止
及び深刻化を防ぐ。

地
域
に
開
か
れ
た
地
域
と
と
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に
あ
る

学
校
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（

地
域
連
携
）

・習熟度別コース編成による
少人数授業(３年生)の実施に
より、個に応じたきめ細かな
指導の充実を図る。

・いのちや人権に視点をあて
た授業や講演会、体験活動、
より良い人間関係づくりへの
取組等を通じて、いじめや暴
力の未然防止を図る。

・学校行事や学年行事、生徒
会活動や委員会活動などの企
画･運営や部活動等を生徒主体
で進めることで活性化を図り､
生徒の自治能力を高める。

令和２年度　防府市立国府中学校　学校評価書　　　校長(　中村　浩典　）

《年間の活用実績（延べ人数）》
　　４ ： 100人以上　　　３ ： 80人以上
　　２ ： 60人以上　　　  １ ： 60人未満 ２

１　学習指導の充実と自己学習力の育成

２　豊かな心と自己肯定感の醸成

３　健康・安全で活力に満ちた生活習慣の確立

４　地域に開かれた、地域とともにある学校づくり

５　夢や目標､人間力を育むキャリア教育の推進

○「国府スタイル授業」を通じて、主体的・対話的で深い学びをめざす中、生徒は落ち
着いた態度で、前向きに学習に取り組んでいる。それぞれの学年の抱える学習面の課題
解決に向けて、「新聞コラムノート」や「自主学習ノート」の活用をはじめ、実態に即
した多様な手立てを講じながら、特色ある取組を進めている。
○素直で明るい生徒が多く、校内で元気なあいさつを交わし合う校風が根付いている反
面、相手の気持ちを考えた言動が取れないために、人間関係のトラブルが生じたり不登
校のきっかけになったりするケースもある。
○コミュニティ・スクールとしての取組のひとつである｢国府ユニット研修｣において、
昨年度から学校運営協議会委員の授業参観を導入し、研修を活性化することができた。
今年度は、授業参観に加えて、研究協議への参加を実現することで一層の充実を図り、
授業改善と人材育成につなげたい。
○働き方改革の一環として、部活動運営方針の策定やＩＣＴの活用、ノー残業デーの設
定等により時間外業務の削減をめざしたが、十分な成果は得られていない。

・生徒による授業評価を通じ
て授業改善を図り、学ぶ「楽
しさ」やわかる「喜び」を実
感できる授業づくりに努め
る。
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１　学校教育目標

○全校体制による｢国府スタイル｣授業の実践や生徒による授業評価、また､国府ユニット
研修への学校運営協議会委員の参加等により､着実に生徒の学力が定着してきている。全
国学力･学習状況調査や標準学力検査等の結果にも成果として現れている。
○ＳＮＳ等によるネットトラブルが年々増加している。不適切な書き込みで他者を傷つけ
たり、人間関係を悪化させたりする事案が起こっている。GIGAスクール構想の推進によ
り､学校で生徒一人に１台のタブレット端末が配付されたが､生徒指導上の問題が生じるこ
とが懸念されるところであり､今後､適切な使用方法について徹底していく必要がある｡
○国立教育政策研究所の「魅力ある学校づくり調査研究事業」を通じて、生徒の絆づく
り・居場所づくりへの取組を進め、不登校生徒の減少に努めたが、改善する生徒がいる一
方で、新たに不登校傾向が生じる生徒もあった。
○地域連携に関しては、コロナ禍の影響で今年度は十分な連携を行えず、学校支援･地域
貢献ともに数値目標を達成できなかった。しかし､連携意識を高めるために､児童生徒から
｢国府ふるさとネット｣のシンボルマーク、マスコットキャラクターを公募し､２月末に決
定した。今後は､これを多方面で活用し､地域連携を活性化する計画である。

１

・新型コロナウイルス感染拡大防止のために、多くの学校行
事や地域行事、その他の諸活動が中止になったり、規模が
縮小されたりしており、評価が難しい。
・今の生徒は忙しすぎる。親子一緒になって活動できる時間
が必要である。
・新型コロナウイルス感染症が収束し、「地域に開かれた、
地域とともにある学校づくり」が、これまで以上に充実するこ
とを期待する。

《教職員アンケート１３　結果》
○「あてはまる」、「おおむねあてはまる」
と回答した教職員の割合
　　４ ： 90％以上　　　３ ： 70％以上
　　２ ： 50％以上　　　１ ： 50％未満

・学習時の生徒の困り感に対
し、教師が視覚的情報や聴覚
的情報等を加え、指示の「見
える化」等により、特性に配
慮した支援を行う。

生
徒
指
導
・
教
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談

・ＳＣやＳＳＷ、教育支援セ
ンター等の関係機関との緊密
な連携により、課題を抱える
生徒への積極的な支援を行
う。

２

○「自分は、何のために勉強するのか」という学習の目的を明確にし、生徒一人ひとりの学習への意欲
を喚起していく。具体的手法としては、今年度から開始した「キャリア・パスポート」の成果と課題を
検証し、より積極的な活用を通じてキャリア教育の充実を図る。
○道徳教育や人権教育、各種講演会等を通じて、生徒及び保護者への情報モラル教育を一層徹底する。
また、「社会で許されないことは学校でも許されない」を基本に保護者とも連携し、組織的かつ迅速な
対応を継続していく。タブレットの使用に関しては、適切な使用方法を記載した操作マニュアルを作成
し、安全利用を徹底する。
○不登校生徒の減少をめざし、「魅力ある学校づくり調査研究事業」の成果を生かすとともに、ＳＣや
ＳＳＷ等の専門家の積極的活用や市教育支援センターなどの関係機関との一層の連携強化を図り、教育
相談体制のさらなる強化に努めていく。
○「国府ふるさとネット」のシンボルマーク、マスコットキャラクター入りの幟を作成し、地域の拠点
に掲げるとともに、地域に関連したアイテムや広報誌等にも頻繁に掲載し、地域連携への当事者意識を
高めていく。また、コロナ収束の見通しが立った段階で「こくふきっずひろば」や地域ボランティア等
の地域貢献活動や学校支援ボランティアの活用などを再開していく。

【課題解決への取組】
①学校の現状と課題の共有
②課題解決への熟議の開催
③委員のユニット研修への参加
④学校関係者評価の実施　など

・ＩＣＴ活用や部活動運営方
針の遵守、計画的な業務遂行
に加え、時間外電話対応の改
正等により時間外業務を削減
し､働き方改革を具現化する。

・生徒の心の｢絆づくり｣､｢居
場所づくり｣への具体的な取組
を推進し、年間３回のＰＤＣ
Ａサイクルによる検証によ
り、改善を図っていく。

・｢国府スタイル｣授業の意義
を理解し、めあての提示や振
り返り活動、さらには得た知
識や技能をもとに生徒自ら考
える場面を意識した授業実践
に努める。

・新型コロナウイルス感染対策のため、コミュニティ・ルームの
利用者数は、延べ５０名程度であった。また、地域ふれあい祭
りや清掃ボランティア活動も中止となり、昨年度までの活動が
全くできなかった。新型コロナウイルス感染症の収束に伴い、
一日も早く従来どおりの地域貢献活動を実施していきたい。

《年間の活用実績（延べ人数）》
　　４ ： 700人以上　　　３ ： 600人以上
　　２ ： 500人以上　　　１ ：400人未満

【地域貢献の取組】
①コミュニティ・ルームの活用
②街頭清掃等の環境美化活動
③夏祭りや文化祭等への参画
④防犯見回り活動　など


